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ナースコールの使い方を見直す
一患者・看護婦アンケートから一
14階東○白幡初美上田　斉藤
1　はじめに
　以前、ある患者より「同室の人に聞かれたくないの
でインターホンで聞く事はやめて欲しい。」という訴
えがあった。　「ナースコールは本来、患者が何か用の
ある時に看護婦を呼ぶための道具」1）と牛込らは述べ
ている。しかし、当病棟では看護婦から患者へのコー
ル（以下患者コールと称す）も多い事に気付いた。こ
れは、本来の目的に合ったナースコールの使用方法と
違うのではないか、と疑問に思った。そこで患者・看
護婦を対象にしたアンケート調査を行い、ナースコー
ルの使用方法について検討したのでここに報告する。
ll研究方法
　1．期間：平成8年11月21日～11月22日
　2．対象：14階東入院中の患者49名、及び同病棟看
　　　　　護婦23名
　3．方法：①無記名回答質問紙法（選択肢及び記述
　　　　　　式）
　　　　　②インタビュー（視力障害者2名）
　　　　　回収率：患者100％、看護婦78％
皿　結果
　患者対象のアンケート結果から、患者コールされた
事があると答えた患者は29％であり（表1）、年齢別に
見ると40～59歳が最も多く80％を占めていた（表2）。
安静度別に見ると、看護婦の介助が不要な患者に多か
った（表3）。今までに患者コールされた内容として、
検査の呼び出しに関する事が最も多く、患者コールさ
れた時の気持ちは、どの項目においても半数以上が何
とも思っていないと答えている（表4）。患者コール
で聞いて欲しくない内容として、少数ではあるがプラ
イバシーに関わる事・排便回数等の意見があった（表
5）。看護婦から患者コールをされる時に注意して欲し
い事として、話す前に名乗って欲しいという意見が22
％であった（表6）。又インターホンに対する患者の
思いとして、もっと利用したら良い、排泄に関しては
聞かれたくない等があった（表7）。
　次に看護婦対象のアンケート結果から、患者コール
の内容として検査の呼び出しに関する事が多く、患者
コールを行なった時の患者の反応としては、どの項目
に対しても何とも思っていないという意見が多かった
（表8）。又、他看護婦の患者コールを聞いて疑問に思
った事があると答えた看護婦はほぼ半数を占めており
（表9）、内容として排泄回数を聞く事に対してが67
％であった（表10）。
IV　考察
　患者コールをされた事があると答えた患者を年齢別
に見ると、理解が出来ると思われる青年期・壮年期に
多い。安静度別では，看護婦の介助が不要なADLの
自立している患者に多い事が分かった。患者コールの
内容に対する患者の気持ちとしては、何とも思わない
という意見が半数以上を占めていた。しかし、その他
の意見として少数ではあるが、排泄に関して恥ずかし
いという訴えがあり、又聞いて欲しくない事としても
排泄に関して同じ様な意見があった。排泄に関する患
者コールに対して、約70％の看護婦が疑問を感じてい
る事も分かる。排泄に関する患者コールを行った看護
婦は0％であったが、回収率が100％ではなかった為、
極少数の看護婦が排泄に関する患者コールを行ってい
ると考えられる。その為上記の様な意見や疑問が生じ
たのではないだろうか。　「多知室に入院している患者
の場合等プライバシーはカーテンやスクリーンによっ
て視覚的には保護されていても、インターホンの声に
より他人に聞かれたくない事やそっと秘めておきたい
事も露わとなる。排泄の問題は看護婦にとっては極
日常的な事であるが、患者にとっては小さな声でそっ
と耳打ちしたい事である場合が多い。」2）と川嶋は述べ
ている。実際ベッド上で排泄している時はカーテンが
閉あられており、視覚的に保護されているが、カーテ
ン1枚では聴覚や嗅覚を防ぐ事は出来ない。嗅覚に対
しては、大抵の患者が消臭スプレー等を使用し同室の
患者に気を使っているが、聴覚に対しては看護婦が気
を付けるべき事だと考える。インターホンはベッドサ
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イドにありいくら個々に通話が出来るとしても、大部
屋では内容は全部聞こえてしまう。排泄に関する患者
コールは、まわりの患者への気がねや董恥心により言
いにくい事が考えられるので、患者個人のプライバシ
ー・ ﾊ恥L・に対する配慮として、患者コールは行わず
訪室する事が望ましい。
　次に患者コールを行う際、名乗って欲しいという意
見が多かった。インターホンで呼びかけられても、患
者にとっては顔が見えず名前も分からない相手なので、
不安を生じ答えにくいのではないかと考えられる。話
す前に名乗る事によって安心感を与え、又看護婦の責
任を持った対応につながってゆくのではないかと考え
られる。その他、理解出来たか否かを確認して欲しい
という意見に対して、検査等の呼び出しを行った後に、
ナースステーションまで確認しに来たという結果が生
じている。このことから、患者の理解の有無を確認す
る事が必要だと考えられる。「患者コールはとかく一
方向の伝達で終わり、患者との会話にならない。」3）と
小川らは述べている。又近森は「耳と口による通話で
あって視覚は伴っていない点、それだけそこでもたら
される情報は完全な物からは遠い。」4）と述べている。
実際インターホンでは細かい説明や確認がなされてお
らず、又患者の表情・反応が見えないので、理解出来
ているかどうかが分からない。その為行き違いも多く
生じてくると考えられる。訪湿して伝える事によって
患者もその場で確認出来、看護婦も患者の表情等から
理解出来たか判断出来、行き違いも少なくなると考え
られる。
　しかし、少数ではあるがインターホンをもっと使っ
たら良いという意見もあった。永見の調査によると
「個人の呼び出しは、内容に関わらず、ほとんどが放
送されても良い。」5）と報告されている。1人で大勢を
相手にする看護婦にとって、検査等のさしさわりのな
い呼び出しを手軽に出来る点では、患者コールは確か
に便利である。又患者の反応としても、ほとんど抵抗
を感じていない。患者の年齢・安静度・理解力等につ
いて充分にアセスメントし、個々に応じた対応を行っ
ていけば、患者個人の呼び出しにナースコールをもっ
と有効に利用しても良いのではないかと考えられる。
V　おわりに
　私たちは、ナースコールというものは患者が看護婦
を呼ぶ為に使用するものと思っており、患者コールと
して使用する事は本来の使用方法とは違い、患者の反
応も批判的なものが多いのではないかと思い、この研
究に取り組んだ。しかしその結果、患者の反応から見
てもナースコールは患者コールとしても有効に利用出
来るという事が分かった。利用するにあたり、注意及
び配慮すべき点も明らかになった。これらの結果を踏
まえ、今後患者コールとしても利用していきたい。
　この研究をまとめるにあたり、御協力頂いた皆様に
深く感謝致します。
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表1　患者コールされた事の有無
はい
14人（29％）
いいえ
35人（71％）
表2　年齢別の割合
年齢 割　合
20歳未満 1人　（7％）
40歳未満 5人　（33％）
60歳未満 7人　（47％）
60歳以上 2人　（13％）
表5　患者コールで聞いて欲しくない事
表3　安静度別の割合
安静　度 割合
ベッド上 2人（13％）
車椅子（看護婦介助必要） 0人（0％）
車椅子（看護婦介助不要） 7人（44％）
歩行器 2人（13％）
松葉杖 1人（7％）
一本杖 1人（7％）
自　由 3人（19％）
内　　　容 割合
プライバシーに関わる事 5人　（10％）
排便回数 1人　（2％）
病歴 1人　（2％）
年齢 1人　（2％）
表6　患者コールの際に注意して欲しい事
内　容 割　合
大きな声で話す 10人　（20％）
ゆっくりと話す 21人　（43％）
2度繰り返す 7人　（14％）
話す前に名乗る 11人　（22％）
その他の内容
・患者が理解出来たか否かを確認して欲しい。
・語尾を聞き取りやすく話してほしい。
・はっきりと話して欲しい。
表4　患者コールされた内容、その時の気持ち
　イ．何とも思わない
　ロ．直接言いに来て欲しい
　ハ．急に言われてびっくりした
　二．声だけなので冷たいと感じる
　ホ．聞き取りにくくて内容が理解しづらい
　へ．同室者に聞こえるので恥ずかしい
　ト．一方的に話され、時間や場所が確認出来ず、
　　不安になった
　チ．同室者に聞こえるので答えにくい
　リ．眠っていたので気付かなかった
　ヌ．テレビ・ラジオ等のイヤホンをしていて気
　　　付かなかった
表7　インターホンに対する患者の思い
・看護婦も忙しいのでインターホンをもっと使ったら良い。
・内容が間違いなく相手に通じれば、インターホンをもっと
使ったら良い。
・忙しい時等は無理に出向く事はないと思う。
・排泄に関しては人によっては聞かれたくない事だと思う。
・他の病院に入院中は患者コールで検査の指示や体温の確認
を行う事は、インターホンを合理的に使用しているのだと
思っていたが、今思うと、患者の権利等、そういった部分
もあるのではないかと思う。
内　　容 割合 気 持 ち
体温 3人（21％） イ． 2人（67％） リ． 1人（33％）
排泄回数 4人置29％） イ． 2人（50％） 口 ．リ．各1人（各25％）
検査の呼び出し 11人（79％）イ． 9人（82％） 口． チ． リ．各1人（各9％）
電話の呼び出し 4人（29％） イ． 4人（100％）
その他（排便確認） 13％ イ．二．へ．リ． ヌ
表8　患者コールの内容と患者の反応
　イ．すぐ返答あり。
　ロ．声が小さくて聞き取れなかった。
　ハ．無言。
　二．聞き返された。
　ホ．ナースステーションまで確認しに来た。
　へ．不在のため同室者が「いません」と答えた。
表9　他看護婦の患者コールを聞いての疑問の有無
はい いいえ
8人（47％） 9入（53％）
内　容 割合 反　　　　　応
体温 2人（3％） イ．2人（100％）
排泄回数 0人（0％）
舗臥 37人（47％）1：構美31搬銃一手）；
山師 40人（51％）イ麟）（轡罎合美2醸曳卦
表10　疑問を感じた内容の割合
内　　容 割　　合
体温 3人　（33％）
排泄回数 6人　（67％）
検査の呼び出し 3人　（33％）
電話の取り継ぎ 1人　（ll％）
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